
(57)【要約】

【課題】  従来、フロントカバーの左右一方側に配置さ

れた操作レバーは、フロントカバーの下部から突出する

するものであるため、その操作レバーが邪魔になり、オ

ペレータの膝が当たるなどして移動や乗り降りに支障を

きたす問題があった。

【解決手段】  本発明は、ステアリングハンドル（５）

下方のフロントカバー（６）の左右にそれぞれ操作レバ

ー（１５），（３１）を配置して設け、左右一側の操作

レバー（３１）はフロントカバー（６）の上下方向中途

部から突設し、他側の操作レバー（１５）はフロントカ

バー（６）下部のレバーガイド（１６）から突出するよ

うに設け、一側の操作レバー（３１）の操作位置を表示

するレバーガイド（３６ｄ）を他側の操作レバー（１５

）のレバーガイド（１６）と左右対称位置に配設してあ

ることを特徴とする。

【選択図】        図６

JP 2006-296291 A 2006.11.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル （ ５ ） 下 方 の フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 左 右 に そ れ ぞ れ 操 作 レ バ ー
（ １ ５ ） ， （ ３ １ ） を 配 置 し て 設 け 、 左 右 一 側 の 操 作 レ バ ー （ ３ １ ） は フ ロ ン ト カ バ ー （
６ ） の 上 下 方 向 中 途 部 か ら 突 設 し 、 他 側 の 操 作 レ バ ー （ １ ５ ） は フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） 下
部 の レ バ ー ガ イ ド （ １ ６ ） か ら 突 出 す る よ う に 設 け 、 一 側 の 操 作 レ バ ー （ ３ １ ） の 操 作 位
置 を 表 示 す る レ バ ー ガ イ ド （ ３ ６ ｄ ） を 他 側 の 操 作 レ バ ー （ １ ５ ） の レ バ ー ガ イ ド （ １ ６
） と 左 右 対 称 位 置 に 配 設 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 走 行 車 輌 。
【 請 求 項 ２ 】
  前 記 フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 他 側 に の み 操 作 ペ ダ ル （ ４ ５ ） を 配 置 し て 設 け 、 フ ロ ン ト
カ バ ー （ ６ ） の 一 側 で は ス テ ッ プ フ ロ ア （ ４ ２ ） が 機 体 前 端 部 ま で 延 設 し て あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 走 行 車 輌 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  こ の 発 明 は 、 乗 用 型 田 植 機 等 の 走 行 車 輌 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
  従 来 、 特 許 文 献 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル 下 方 の フ ロ ン ト カ バ ー
の 左 右 両 側 部 に は 、 変 速 レ バ ー や 昇 降 レ バ ー 等 各 種 の 操 作 レ バ ー が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ
ら の 各 種 操 作 レ バ ー は 、 左 右 側 い づ れ も フ ロ ン ト カ バ ー の 下 部 か ら 突 設 さ れ た も の で あ る
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ １ １ ７ １ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
  従 来 技 術 に よ る と 、 フ ロ ン ト カ バ ー の 下 部 か ら 突 出 す る 操 作 レ バ ー が 邪 魔 に な り 、 オ ペ
レ ー タ の 膝 が 当 た る な ど し て 乗 り 降 り に 支 障 を き た す 問 題 が あ っ た 。
  本 発 明 の 課 題 は 、 上 記 問 題 点 を 解 消 す る こ と に あ り 、 少 な く と も 、 一 方 側 の 操 作 レ バ ー
を フ ロ ン ト カ バ ー の 上 下 中 途 部 か ら 突 出 さ せ る こ と に よ り 、 そ の 下 方 部 分 に 十 分 な 空 間 ス
ペ ー ス を 確 保 し 、 オ ペ レ ー タ の 移 動 並 び に 乗 り 降 り の 容 易 化 を 図 ら ん と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
  こ の 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 次 の よ う な 技 術 的 手 段 を 講 じ た 。
  す な わ ち 、 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 は 、 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル （ ５ ） 下 方 の フ ロ ン ト カ バ
ー （ ６ ） の 左 右 に そ れ ぞ れ 操 作 レ バ ー （ １ ５ ） ， （ ３ １ ） を 配 置 し て 設 け 、 左 右 一 側 の 操
作 レ バ ー （ ３ １ ） は フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 上 下 方 向 中 途 部 か ら 突 設 し 、 他 側 の 操 作 レ バ
ー （ １ ５ ） は フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） 下 部 の レ バ ー ガ イ ド （ １ ６ ） か ら 突 出 す る よ う に 設 け
、 一 側 の 操 作 レ バ ー （ ３ １ ） の 操 作 位 置 を 表 示 す る レ バ ー ガ イ ド （ ３ ６ ｄ ） を 他 側 の 操 作
レ バ ー （ １ ５ ） の レ バ ー ガ イ ド （ １ ６ ） と 左 右 対 称 位 置 に 配 設 し て あ る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
  一 側 の 操 作 レ バ ー （ ３ １ ） は 、 フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 上 下 中 途 部 か ら 突 出 し て い る た
め 、 そ の 下 方 部 分 に は 十 分 な 空 間 ス ペ ー ス が 確 保 で き 、 オ ペ レ ー タ の 移 動 時 に 邪 魔 に な る
こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
  請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 他 側 に の み
操 作 ペ ダ ル （ ４ ５ ） を 配 置 し て 設 け 、 フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 一 側 で は ス テ ッ プ フ ロ ア （
４ ２ ） が 機 体 前 端 部 ま で 延 設 し て あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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  フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 一 側 部 側 に は 足 踏 み 式 の 操 作 ペ ダ ル が な く 、 ス テ ッ プ フ ロ ア （
４ ２ ） が 機 体 前 端 部 ま で 延 設 し て あ る の で 、 機 体 前 側 へ の 乗 降 が 容 易 に 行 え る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
  以 上 要 す る に 、 請 求 項 １ の 本 発 明 に よ れ ば 、 フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） 一 側 部 側 に 配 置 さ れ
た 操 作 レ バ ー （ ３ １ ） は 、 フ ロ ン ト カ バ ー （ ６ ） の 上 下 中 途 部 か ら 突 出 す る も の で あ る た
め 、 そ の 下 方 部 分 に は 十 分 な 空 間 ス ペ ー ス が 確 保 で き 、 下 部 か ら 突 出 さ れ た も の の よ う に
邪 魔 に な る こ と が な く 、 オ ペ レ ー タ の 移 動 時 や 乗 り 降 り 時 に 支 障 を き た す 問 題 も な く な り
、 作 業 性 が 一 段 と 向 上 す る も の と な っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
  請 求 項 ２ の 本 発 明 に よ れ ば 、 請 求 項 １ の 発 明 効 果 を 奏 す る も の で あ り な が ら 、 フ ロ ン ト
カ バ ー （ ６ ） の 一 側 部 側 に は 足 踏 み 式 の 操 作 ペ ダ ル が な く 、 ス テ ッ プ フ ロ ア （ ４ ２ ） が 機
体 前 端 部 ま で 延 設 さ れ て あ る の で 、 機 体 前 側 へ の 乗 降 が 容 易 に 行 え 、 作 業 能 率 の 向 上 を 図
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
  こ の 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
  図 １ 及 び 図 ２ は 、 走 行 車 輌 の 一 例 と し て ４ 条 植 田 植 機 を 示 す も の で あ り 、 車 体 １ の 前 後
に は 走 行 車 輪 と し て の 左 右 一 対 の 前 輪 ２ ， ２ 及 び 後 輪 ３ ， ３ が 架 設 さ れ て い る 。 車 体 上 前
部 に は 操 作 ボ ッ ク ス ４ 及 び ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ５ 等 を 有 す る 操 縦 装 置 が 設 置 さ れ 、 ス テ
ア リ ン グ ハ ン ド ル ５ 下 方 に は フ ロ ン ト カ バ ー ６ が 設 置 さ れ 、 ま た 、 車 体 後 方 部 に は 昇 降 可
能 な 苗 植 付 部 Ｐ Ｌ が 装 備 さ れ て い る 。 操 縦 装 置 の 後 側 に 運 転 席 ９ が 設 置 さ れ 、 運 転 席 の 下
側 に 田 植 機 の 各 部 に 動 力 を 伝 達 す る エ ン ジ ン Ｅ が 搭 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
  前 記 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ５ は 、 こ れ の 回 動 操 作 に よ り ス テ ア リ ン グ ポ ス ト １ ７ 内 の ス
テ ア リ ン グ 軸 １ ８ か ら ス テ ア リ ン グ ケ ー ス １ ９ 内 を 経 て 減 速 回 転 さ れ る 出 力 軸 ２ ０ 、 ピ ッ
ト マ ン ア － ム 及 び 操 向 ロ ッ ド 等 を 介 し て 左 右 の 前 輪 ２ ， ２ を 操 向 さ せ 操 舵 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  苗 植 付 部 Ｐ Ｌ は 、 車 体 の 後 部 に 昇 降 リ ン ク 機 構 ７ を 介 し て 昇 降 可 能 に 装 着 さ れ 、 昇 降 用
油 圧 シ リ ン ダ ８ の 伸 縮 作 動 に よ り 昇 降 す る 構 成 で あ る 。 フ ロ ン ト カ バ ー ６ の 右 側 面 部 側 に
は 、 操 作 レ バ ー の 一 例 と し て 苗 植 付 部 Ｐ Ｌ を 昇 降 操 作 す る 植 付 昇 降 レ バ ー １ ５ が 配 置 さ れ
て い る 。 ま た 、 こ の 植 付 昇 降 レ バ ー １ ５ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー ６ 下 部 の レ バ ー ガ イ ド １ ６ か
ら 突 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  ま た 、 こ の 苗 植 付 部 Ｐ Ｌ に は 、 左 右 に 往 復 動 す る 苗 載 タ ン ク １ １ 、 １ 株 分 の 苗 を 切 取 っ
て 土 中 に 植 込 む 苗 植 付 具 １ ２ を 有 す る ２ 条 分 植 付 装 置 １ ３ ， １ ３ 、 苗 植 付 面 を 滑 走 し な が
ら 整 地 す る フ ロ － ト （ サ イ ド フ ロ － ト ） １ ４ ， １ ４ 、 セ ン タ フ ロ － ト １ ４ Ｓ 等 を 備 え て い
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  エ ン ジ ン Ｅ の 回 転 動 力 は 、 エ ン ジ ン 出 力 プ ー リ か ら ベ ル ト ２ ５ を 介 し て 油 圧 式 無 段 変 速
装 置 （ Ｈ Ｓ Ｔ ） ２ １ の 入 力 プ － リ ２ ２ 、 入 力 軸 ２ ３ に 伝 え ら れ 、 こ の 入 力 軸 ２ ３ か ら こ れ
と 同 一 軸 芯 上 に 設 け ら れ た 伝 動 軸 ２ ９ を 介 し て 油 圧 ポ ン プ ２ ８ を 駆 動 す る よ う に な っ て お
り 、 更 に 、 Ｈ Ｓ Ｔ ２ １ の 出 力 軸 ２ ４ か ら ミ ッ シ ョ ン ケ － ス ２ ６ の ミ ッ シ ョ ン 入 力 軸 ２ ７ に
伝 え ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  前 記 Ｈ Ｓ Ｔ ２ １ は 、 入 力 軸 ２ ３ と 出 力 軸 ２ ４ が 上 下 に 対 向 す る 位 置 関 係 と な る よ う 配 置
し て あ り 、 ま た 、 該 Ｈ Ｓ Ｔ は 前 記 ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル ５ の ス テ ア リ ン グ 軸 １ ８ （ ス テ ア
リ ン グ ポ ス ト １ ７ ） と フ ロ ン ト ア ク ス ル ケ ー ス ３ ０ の 軸 ３ ０ ａ と の 間 で 、 し か も 、 ス テ ア
リ ン グ 軸 １ ８ の 前 後 傾 斜 に 沿 う よ う に 配 置 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
  前 記 フ ロ ン ト カ バ ー ６ の 左 側 面 部 側 に は 、 操 作 レ バ ー の 一 例 と し て 前 後 進 速 度 を 変 速 制
御 す る 変 速 レ バ ー （ Ｈ Ｓ Ｔ レ バ ー ） ３ １ が 配 置 さ れ 、 こ の 変 速 レ バ ー ３ １ は 、 基 部 の 横 軸
芯 Ｑ が フ ロ ン ト カ バ ー ６ の 上 下 方 向 中 途 部 か ら 横 方 向 に 突 設 さ れ 、 こ の 横 軸 芯 Ｑ を 回 動 支
点 と す る 前 後 方 向 の 揺 動 操 作 で Ｈ Ｓ Ｔ ２ １ を 駆 動 し 機 体 の 前 進 及 び 後 進 制 御 を 司 る よ う に
構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｈ Ｓ Ｔ の ト ラ ニ オ ン 軸 ３ ２ を 回 動 操 作 す る ト ラ ニ オ ン ア ー ム ３
３ は 上 下 方 向 に 回 動 さ せ る 構 成 と し 、 前 記 変 速 レ バ ー ３ １ と 上 下 方 向 の 操 作 ロ ッ ド ３ ４ と
で 連 動 連 結 す る 構 成 と し て い る 。 従 っ て 、 変 速 レ バ ー ３ １ を 前 進 方 向 又 は 後 進 方 向 へ 操 作
す る と 、 操 作 ロ ッ ド ３ ４ が 上 下 に 往 復 動 し 、 ト ラ ニ オ ン ア ー ム ３ ３ の 上 下 方 向 の 揺 動 変 位
に よ り ト ラ ニ オ ン 軸 ３ ２ が 回 動 変 位 す る 。 例 え ば 、 変 速 レ バ ー ３ １ を 前 進 方 向 へ 操 作 す る
と 、 そ の 前 進 方 向 へ の 操 作 変 位 量 に 応 じ て 、 ト ラ ニ オ ン 軸 ３ ２ が 前 進 方 向 に 除 々 に 回 動 操
作 さ れ 、 前 進 速 度 が そ れ に 応 じ て 増 速 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  前 記 変 速 レ バ ー ３ １ の 基 部 に は 、 先 端 に 指 示 部 ３ ５ ａ を 有 す る 指 示 杆 ３ ５ が 下 方 に 向 け
て 突 設 さ れ 、 該 変 速 レ バ ー ３ １ の 操 作 位 置 を 表 示 す る レ バ ー ガ イ ド ３ ６ ｄ 内 に 臨 ま せ て レ
バ ー の 操 作 位 置 を 指 針 す る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 そ の レ バ ー ガ イ ド ３ ６ ｄ は 、 フ ロ ン
ト カ バ ー ６ の 下 部 位 置 で 、 か つ 、 前 記 植 付 昇 降 レ バ ー １ ５ の レ バ ー ガ イ ド １ ６ の 設 定 部 位
と 左 右 対 称 位 置 に 設 け ら れ 、 オ ペ レ ー タ が 地 上 に 降 り て 運 転 す る 時 で も レ バ ー 操 作 位 置 が
容 易 に 確 認 で き る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 フ ロ ン ト カ バ ー ６ の 下 部 に 位 置 す る レ バ ー ガ
イ ド ３ ６ ｄ の 上 方 に は 、 こ れ と は 別 の 上 部 レ バ ー ガ イ ド ３ ５ ｕ が 設 け ら れ 、 乗 車 運 転 中 で
は こ の 上 部 レ バ ー ガ イ ド ３ ６ ｕ に よ っ て 変 速 レ バ ー の 操 作 位 置 が 確 認 で き る 構 成 と し て い
る 。 な お 、 図 中 、 ４ ３ は ス ロ ッ ト ル レ バ ー を 示 す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  図 ４ に お い て 、 ミ ッ シ ョ ン 入 力 軸 ２ ７ よ り ２ 軸 目 の 走 行 伝 動 軸 ３ ７ に 走 行 系 ク ラ ッ チ ３
８ 及 び ブ レ ー キ ３ ９ を 設 け 、 ク ラ ッ チ ３ ８ を 切 る と 、 同 時 に ブ レ ー キ ３ ９ が 作 動 し 、 走 行
伝 動 軸 ３ ７ 及 び 走 行 系 駆 動 ギ ヤ ４ ０ の 回 転 停 止 に よ り 走 行 系 へ の 動 力 が 遮 断 さ れ 、 植 付 へ
の 動 力 だ け が 伝 わ る よ う に 植 付 駆 動 ギ ヤ ４ １ が ギ ヤ Ｇ １ ， Ｇ ２ を 介 し て 回 転 駆 動 さ れ 、 そ
し て 、 該 植 付 駆 動 ギ ヤ ４ １ か ら 別 途 植 付 伝 動 系 を 経 て 植 付 部 Ｐ Ｌ を 駆 動 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  踏 込 み 式 の 操 作 ペ ダ ル （ 実 施 例 で は ブ レ ー キ ペ ダ ル ） ４ ５ は 、 フ ロ ン ト カ バ ー ６ の 右 側
に の み 設 け ら れ 、 左 側 に は ス テ ッ プ フ ロ ア ４ ２ Ｌ の み が 機 体 前 端 部 ま で 延 設 さ れ 、 操 作 ペ
ダ ル の よ う な 突 出 物 が ス テ ッ プ フ ロ ア ４ ２ Ｌ か ら 何 ら 突 出 さ れ な い 構 成 と し て い る 。 一 般
に 、 路 上 走 行 時 に は 左 右 の ブ レ ー キ ペ ダ ル を 連 結 具 で 繋 ぎ 、 緊 急 時 、 左 右 ブ レ ー キ ペ ダ ル
を 同 時 に 踏 み 込 む こ と に よ り 車 輌 を 急 停 車 す る こ と が で き る 。 こ の 時 の ブ レ ー キ ペ ダ ル は
、 踏 込 み 操 作 で 左 右 の ブ レ ー キ を 同 時 に 作 動 さ せ る が 、 緊 急 時 に こ の ブ レ ー キ ペ ダ ル ４ ５
を 踏 込 み 操 作 す る と 、 こ れ に 関 連 し て ブ レ ー キ ア ー ム ４ ６ 及 び ト ラ ニ オ ン カ ム ４ ７ を 作 動
さ せ 、 ト ラ ニ オ ン ア ー ム ３ ３ が 中 立 に 戻 る よ う に 連 動 構 成 し て い る 。 従 っ て 、 ブ レ ー キ ペ
ダ ル ４ ５ の 踏 込 み 操 作 に よ り 変 速 レ バ ー ３ １ が 中 立 に 戻 る の で 、 機 体 の 走 行 を 確 実 に 停 止
で き 、 緊 急 時 の 安 全 性 が よ り 確 保 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン Ｅ を 始 動 す る リ コ イ ル ロ ー プ ５ １ の 握 り 部 ５ ２ が
エ ン ジ ン カ バ ー ５ ３ の 支 持 フ レ ー ム ５ ４ に 設 け ら れ た リ ン グ 状 の ホ ル ダ ー ５ ５ に 係 止 保 持
さ れ て い る 。 そ し て 、 エ ン ジ ン カ バ ー ５ ３ の 前 記 握 り 部 ５ ２ に 対 応 す る 部 位 に は 手 を 突 っ
込 ん で そ の 握 り 部 を 把 持 す る こ と の で き る 突 込 み 穴 ５ ６ が 開 口 さ れ て い る 。 従 っ て 、 リ コ
イ ル ロ ー プ は エ ン ジ ン カ バ ー の 開 閉 若 し く は 着 脱 に 関 係 な く 、 定 位 置 に 係 止 保 持 さ せ た 状
態 に お く こ と が で き 、 メ ン テ ナ ン ス が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  図 ７ に 示 す よ う に 、 植 付 昇 降 レ バ ー １ ５ の 操 作 で 昇 降 用 油 圧 シ リ ン ダ ８ を 伸 縮 制 御 す る
油 圧 切 替 バ ル ブ ６ ０ の 取 付 構 成 に お い て 、 こ の 油 圧 切 替 バ ル ブ ６ ０ は 、 右 側 の ス テ ッ プ フ
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ロ ア ４ ２ Ｒ 面 よ り 下 側 位 置 で 、 且 つ 、 ス プ ー ル ６ １ 部 分 が フ ロ ア 面 よ り 上 方 に 突 出 し て 上
向 き と な る よ う 配 置 し て 取 り 付 け た 構 成 と し て い る 。 こ れ に よ れ ば 、 ス プ ー ル 部 分 へ の 泥
の 付 着 が な く な り 、 誤 作 動 を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き る 。 な お 、 ６ ２ は 植 付 昇 降 レ バ ー
１ ５ と 一 体 的 に 作 動 す る ス プ ー ル 押 圧 片 、 ６ ３ は ス ト ッ パ ー を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  ま た 、 図 ７ に お い て 、 前 輪 ア ク ス ル ケ ー ス ３ ０ の 上 方 に 株 間 切 替 機 構 ６ ４ 及 び 植 付 ク ラ
ッ チ 機 構 ６ ５ を 、 そ の 前 方 に は 油 圧 切 替 バ ル ブ ア ッ シ イ ６ ０ を 配 置 し て 設 け 、 植 付 昇 降 レ
バ ー １ ５ で 操 作 す る 機 能 を 機 体 右 前 方 に 集 中 配 置 し た 構 成 と し て い る 。 前 記 植 付 ク ラ ッ チ
機 構 ６ ５ は 、 植 付 昇 降 レ バ ー １ ５ の 操 作 で 押 し 引 き 作 動 さ れ る 押 引 ロ ッ ド ６ ６ と 、 支 点 Ｏ
周 り に 揺 動 す る 天 秤 ア ー ム ６ ７ と 、 こ の 天 秤 ア ー ム と 一 体 的 に 作 動 す る 作 動 部 材 ６ ８ と 、
こ の 作 動 部 材 に よ っ て 植 付 ク ラ ッ チ が 入 り 切 り 作 動 さ れ る 植 付 ク ラ ッ チ ピ ン ６ ９ と か ら な
る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 本 例 で は 、 前 記 植 付 ク ラ ッ チ ピ ン ６ ９ を こ の ピ ン 軸 方 向 が 機
体 外 側 方 へ の 横 向 き と な る よ う 配 置 構 成 す る こ と に よ り 、 ス テ ッ プ の 低 床 化 、 メ ン テ ナ ン
ス 性 の 向 上 を 図 る こ と が で き た 。 つ ま り 、 従 来 は ク ラ ッ チ ピ ン が 上 向 き の 構 成 で あ っ た 為
、 こ れ を ス テ ッ プ の 下 に 配 置 し た 場 合 、 ス テ ッ プ の 低 床 化 の 妨 げ に な っ て い た が 、 上 記 構
成 に よ り 解 消 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  更 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 フ ロ ン ト カ バ ー ６ 及 び フ ロ ア ス テ ッ プ ４ ２ Ｌ ， ４ ２ Ｒ （ フ ロ
ン ト カ バ ー の 左 右 横 側 の み ） の フ ロ ン ト 側 を 取 り 外 せ る よ う に 構 成 し て お け ば 、 各 部 の メ
ン テ ナ ン ス が 容 易 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  次 に 、 図 １ １ 、 図 １ ２ に お い て 、 前 記 ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ６ に 対 し Ｈ Ｓ Ｔ ２ １ を 、 入 力
軸 ２ ３ と 出 力 軸 ２ ４ と が 上 下 に 対 向 す る 位 置 関 係 と な る よ う 上 下 方 向 に 配 置 し て 設 け 、 こ
の Ｈ Ｓ Ｔ ２ １ の 後 方 に は 障 害 物 の な い 空 間 Ｓ を 設 け る こ と に よ っ て Ｈ Ｓ Ｔ の 冷 却 性 を 高 め
る よ う に 構 成 し て い る 。 従 来 は Ｈ Ｓ Ｔ が ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス と エ ン ジ ン と に よ っ て 囲 ま れ た
構 成 に あ る た め 、 Ｈ Ｓ Ｔ の 油 温 が 上 が り 、 オ イ ル 漏 れ を 起 こ す 恐 れ が あ っ た が 、 本 例 で は
こ の よ う な 問 題 点 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  図 １ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン Ｅ の シ リ ン ダ Ｅ ｃ と 昇 降 用 油 圧 シ リ ン ダ ８ を 往 復 動 す る ピ
ス ト ン 方 向 が 同 一 方 向 で 平 行 と な る よ う 配 置 構 成 す る こ と で 、 田 植 機 本 体 と 苗 植 付 部 と の
関 連 構 成 を コ ン パ ク ト 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  図 １ ３ は 苗 植 付 装 置 の 従 来 例 を 示 し 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 本 例 の 改 良 案 を 示 す 。 こ れ ら
各 図 に 示 す 苗 植 付 装 置 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る と 、 苗 受 枠 ７ １ に お け る 苗 取 出 口 ７ ２ の
裏 面 側 左 右 部 位 か ら 適 宜 下 方 に わ た る 部 位 に は 、 苗 植 付 具 １ ２ に よ っ て 圃 場 の 植 付 位 置 へ
移 送 さ れ る 苗 を 苗 植 付 具 １ ２ か ら 左 右 方 向 へ 逸 脱 し な い よ う に 案 内 す る ゴ ム 材 等 で 成 形 さ
れ た 一 対 の 横 苗 ガ イ ド ７ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 苗 植 付 具 １ ２ の 作 動 軌 跡 Ｋ に 沿 う 苗
移 送 経 路 の 前 側 対 応 部 に は 、 移 送 さ れ る 苗 が 苗 植 付 具 １ ２ か ら 前 方 へ 逸 脱 し な い よ う に 案
内 す る 丸 棒 状 線 杆 か ら な る 前 苗 ガ イ ド ７ ５ が 対 設 さ れ て い る 。 前 記 苗 受 枠 ７ １ に 対 し 苗 取
出 口 ７ ２ の 周 囲 を 補 強 す る 取 出 口 金 具 ７ ３ が ボ ル ト ７ ６ と ナ ッ ト ７ ７ と に よ っ て 締 付 固 定
さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  前 記 前 苗 ガ イ ド ７ ５ は 、 上 端 側 が 側 面 視 で Ｌ 字 状 ７ ５ ａ に 屈 曲 さ れ 、 正 面 視 又 は 背 面 視
で 逆 Ｕ 字 状 ７ ５ ｂ に 屈 曲 さ れ 、 基 端 の 取 付 部 ７ ５ ｃ が 環 状 に 屈 曲 さ れ て 前 記 ボ ル ト ・ ナ ッ
ト ７ ６ ， ７ ７ に よ っ て 共 締 め す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  ま た 、 前 記 前 苗 ガ イ ド ７ ５ は 、 従 来 で は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 上 端 側 が 苗 取 出 口 ７ ２
の 裏 側 部 分 に 位 置 す る 取 付 支 持 部 材 ７ ８ を 介 し て の 取 付 状 態 で あ っ た 為 、 こ の 取 付 支 持 部
材 ７ ８ の 取 付 部 分 に 泥 土 が 溜 っ た り 、 根 毛 が 絡 み 付 い た り し て 苗 ガ イ ド に 支 障 を き た す も
の で あ っ た が 、 本 例 で は 、 図 １ ４ 、 図 １ ５ に 示 す よ う に 逆 Ｕ 字 状 ７ ５ ｂ 部 分 の 上 端 が 苗 取
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出 口 ７ ２ の 裏 側 上 方 に 位 置 す る た め 、 根 毛 な ど の 引 っ 掛 か り 部 分 が な く 、 上 記 問 題 解 決 を
図 る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 田 植 機 の 側 面 図
【 図 ２ 】 田 植 機 の 平 面 図
【 図 ３ 】 同 上 要 部 の 左 側 面 図
【 図 ４ 】 走 行 ミ ッ シ ョ ン 部 の 要 部 の 切 断 正 面 図
【 図 ５ 】 操 作 機 構 要 部 の 側 面 図
【 図 ６ 】 同 上 要 部 の 正 面 図
【 図 ７ 】 田 植 機 の 要 部 の 右 側 面 図
【 図 ８ 】 同 上 一 部 の 平 面 図
【 図 ９ 】 リ コ イ ル ロ ー プ の 係 止 機 構 を 示 す 要 部 の 斜 視 図
【 図 １ ０ 】 同 上 要 部 の 側 面 図
【 図 １ １ 】 Ｈ Ｓ Ｔ と ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス と の 関 連 構 成 を 示 す 側 面 図
【 図 １ ２ 】 同 上 要 部 の 平 面 図
【 図 １ ３ 】 苗 植 付 装 置 の 従 来 例 を 示 す 要 部 の 側 面 図
【 図 １ ４ 】 苗 植 付 装 置 の 改 良 例 を 示 す 要 部 の 側 面 図
【 図 １ ５ 】 同 上 要 部 の 背 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
  ５     ス テ ア リ ン グ ハ ン ド ル             ６     フ ロ ン ト カ バ ー
１ ５     操 作 レ バ ー （ 植 付 昇 降 レ バ ー ）   １ ６     レ バ ー ガ イ ド
３ １     操 作 レ バ ー （ 変 速 レ バ ー ）       ３ ６ ｄ   レ バ ー ガ イ ド
４ ２     ス テ ッ プ フ ロ ア                 ４ ５     操 作 ペ ダ ル （ ブ レ ー キ ペ ダ ル ）
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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